





























































































































































































































































































































































































































































































































でマギー (Maggie)が 『キリス トに倣いて｣】(De
lmitationeChristi)(以下,『倣いて』)6)を食るよう
に読む場面がある｡(BookIVChap.3)
Ifthoudesireuntothisheight(everlasting
crown),thoumustsetoutcourageously,
andlaytheaxtotheroot,thatthoumayst
pluckupanddestroythathiddeninordinate
inclinationtothyself,andalprwateand
earthlygood.Onthissin,thataman
inordinatelylovethhimself,almostal
dependethwhatsoeveristhoroughlytobe
overcome;whichevilbeingonceovercome
andsubdued,therewilpresentlyensue
greatpeaceandtranquility(253)
もし汝が,自身の隠れた節度なき欲と現世へ
の執着を捨て去らんと志して,(イエスの)
不滅の冠を得んと欲すれば,まず勇を鼓して
執着の根を絶つべし｡いかなる世の業縁を絶
つとも,まず汝自身の根深き自己愛の罪を洗
い清めることに,すべて掛かるなり｡自己執
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ジョー ジ･エリオットにみる科学の受容と懐疑
着を捨ててこそ,自然の理として大いなる平
安と静謡が訪れん｡
ここには欽定英訳聖書の素朴で典雅な文体の響きが
感じられる｡原典のラテン語の重厚な調べがそのま
ま生かされているような翻訳である｡上掲英訳がエ
リオット自身によってなされたことは,原典を愛蔵
し,折々に紐解いていていた事実から察せられる｡
上掲引用の趣旨は,人間の自己愛と現世への執着
があらゆる苦しみの元凶とみる聖書的世界観であ
る｡自己愛の罪を翻すと,心の平安と静寂が訪れる
というのである｡『倣いて』は,エリオットにとっ
て,少女時代以来親しんでいた聖書の思い出と深く
つながっていた｡試練のさ中にあるマギーがこの書
を味読した時の感銘は,次のように描かれる｡｢え
も言えぬ畏敬が全身を貫いたDあたかも真夜中に音
楽の荘厳な調べが鳴り響いて目覚めたかのように｡｣
(253)この描写は,マギーの性格像が小説全体を
通してそうであるように (ヘイト 335),エリオッ
ト自身の体験が反映していると解される｡
エリオットが 『倣いて』に寄せる共感は,少女期
から青春期にかけての福音主義信仰の名残が心の基
底に生き続けたことを物語っている｡ 7)この書への
共感に窺われる彼女の反世俗主義は,作家が現実主
義の叡智を深めるとともに脱皮していったものであ
る｡しかし,作家の精神遍歴のうえで一つの画期を
なすことは疑いを容れない｡
エリオットが聖書批評への共感を深めて以後も
『倣いて』を座右に置いていたもう一つの理由は,
この書には奇蹟物語がなく,人が体験によって学ん
だ知恵の結晶のみが綴られているところにある｡イ
エス･キリストに導かれた人生の達人たる修道僧が,
その境地を語 り伝えるところにこの書の核心があ
る｡そこに伝承的叡智の古典としての真価があり,
エリオットが共感を寄せる所以があった｡
エリオットの聖書解釈に感化を与えたもう一人の
先達として,フォイエルバッハを忘れる訳にはゆか
ない｡エリオットと彼が共通の基盤とするのは,内
なる苦しみと弱きを免れない人間を赦し,共感を抱
く存在としての神という基本概念である｡フォイエ
ルバッハは言う｡
イエスの血は,神の眼でみた私たちの罪を洗
い清めてくれる｡肉なるイエスの血潮こそが
神を慈悲深い存在にし,その怒りを和らげる
所以なのだ｡私たちの罪が赦されるのは,肉
を超越した存在だからではなく,血肉につな
がれた存在だからなのだ｡
フォイエルバッハによれば,イエスが流した血潮の
シンボリズムは,肉なる存在としての人間への赦し
と共感である｡迷い多く,弱い ｢この私｣をすべて
見抜いて,これをさながらに受け入れ,共感の涙を
流す,これが神の慈悲であるO 肉をまとった神が,
肉なる人間の罪を背負い,赦したのである｡愛なる
神は観念的な品行方正を否定し,肉の感覚美を赦し
によって肯定するという｡
エリオットは,愛欲の深いおのれのありようを痛
切に自覚し,悪悦の念を抱いていた｡その思いの深
さが.フォイエルバッハへ心底から共感を抱く所以
になっている｡このような宗教観 ･道徳観は.『キ
リス ト教の本質』(TheEssenceofChristianity)
の翻訳にいそしんだ1853年から1854年にかけて,自
己のものとしていたと察せられる｡1856年に 『牧師
館物語』(ScenesQf■ClericalLife1858)に着手す
るころには,聖書批評の根底にある非 ドグマ的な宗
教観は,感覚にまで研ぎ澄まされていたのである｡
V.我執を超える道
エリオットの小説が成熟深化するプロセスは,聖
書批評から学んだ宗教的情操と想像力と,科学の知
見が対話を重ね,円熟してゆくプロセスである｡
MMに見られる人間の多様な生きざまの地図には,
価値の相対性を凝視する眼と相まって,一つの根本
的な問いかけがある｡それは,自己中心性と迷いを
免れない人間が,いかに迷いの淵から抜け出し,他
者との調和を図ってゆくかという問いである｡
ThebloodofChristcleansesusfromour
sinsintheeyesofGod;itisonlyhishuman
bloodthatmakesGodmerciful,allays
hisanger;thatisoursinsarefbrglVenuS
becausewearenoabstractbeings,but
creaturesoffleshandblood.(49)8)
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Wearealofusborninmoralstupidity,
takingtheworldasanuddertofeedour
supremeselves:Dorotheahadearlybegun
toemergefromthatstupidity,butyetit
hadbeeneasiertohertoimaglnehowshe
woulddevoteherselftoMrCasaubon,and
becomewiseandstronglnhisstrength
andwisdom,thantoconceivewiththat
distinctnesswhichisnolongerreflection
butfeeling-anideawroughtbacktothe
directnessofsense,likethesolidityof
福永 信哲
objects-thathehadanequlValentcentreof
selftwhencethelightsandshadowsmust
alwaysfalwithacertaindiference.(21:
235)
私たちは一人残らず愚かに生まれついている
のだ｡世の中は,至高の自己に糧を恵んでく
れる乳房だと信じて疑わない｡ ドロシアは,
早くからこのたぐいの愚かさから脱皮してい
た｡だが彼女は,いかにしてカソーボン氏に
身を捧げ,その強さと知恵を摂取して,みず
からも賢く強くなれるかを想像することは容
易であったが,夫には自分と同様に自己とい
う譲れぬ一線があり.そこから光と影が常に
射し,その結果世の中が違って見えるという
ことを,思考ではなく感情の教える明敏さで
感じとることは至難の技であったOものをじ
かに手で触れて,その感触をありありと感じ
とる皮膚感覚のような感じ方はたやすくはな
かったのだ｡
この一節は.新婚のドロシアが歳の離れた夫カソー
ボンの悲しい人間的真実に触れた瞬間を捉えたもの
である｡伴侶の学識と教養の薫陶を受けて,みずか
らも人生智に与りたいという情熱が,相手の固い自
我の殻に跳ねかえされ,心の痛みを自覚した瞬間で
ある｡夫婦といえども,お互いのあるがままの人間
性を受け入れることは容易なわざではない｡自分で
は夫への献身と思えることが,相手には無言の自己
主張と受け取られ.心の負担になっている事実に気
づいたのである｡この瞬間に彼女は,自分の思いを
さて置いて,夫の心の袋に分け入っていく必要を予
感したのである｡
語り手は,ドロシアの悲しい気づき(disenchantment)
の瞬間が,新しい自己の芽生える契機になったこと
を行間に響かせている｡注目すべきは,具体的な人
物の具体的な状況を描くテクストと見えるものの中
にも,作品を通して首尾一貫する創作ヴィジョンが
生きていることである｡これを一言で言うなら,｢こ
の私｣の我執の根深さに対する恵悦の念であるとい
える｡この自覚が深まれば,おのずから同胞の迷い
と苦しみに共感の念が湧いてくる｡これは,エリオッ
トがキリスト教から継承した最大の遺産である｡し
かも.この遺産を聖書の言葉とは異質な発想と言い
回しで表現しているところに,彼女の独創性が発揮
されている｡
"takingtheworldasanuddertoreedour
supremeselves,"命を育む ｢乳房｣の暗愉には,
読者の想像力を一瞬にして捕らえる絵画的イメージ
の鮮やかさある｡｢至高の自己を養う｣という表現
には,どこまでも自己中心性から免れない人間の業
を凝視する作家自身の皮肉な見方が暗示されてい
る｡"becomewiseandstronginhisstrengthand
wisdom,"ここでは,2語が対になった形容詞が語
順を倒置させて,一対の名詞に転化し.交差してい
る｡シェークスピア (Shakespeare)を偲ばせる交
差対句法 (chiasmus)の例である｡同時に強弱強
のうねるような韻律美がドロシアの情熱の上げ潮を
連想させる｡
anideawroughtbacktothedirectnessof
sense,likethesolidityofobjects,●'これらの言葉
には,作家の精神遍歴が凝縮されているとみてよ
い｡先行の "distinctness"は,"directness'と意
味的にも音楽的にも響きあっている｡これらは,心
の耳を澄まして,相手の心の叫びを聞き分ける無心
の境地を偲ばせる｡思考と感情は交流してこそ,お
互いを磨きあう｡指先で触りながら対象を探りとっ
ていくイメージは,人の心が生理学的営みの基盤を
もつことを直感した作家ならではの表現である｡心
を空っぽにして耳を澄ますと,ひそやかな命の鼓動
が聞こえてくるoこれとは対照的に,皮膚感覚にま
で高められない一般的知識は,人を自意識過剰の世
界に迷い込ませる｡知識に命のほとばしりがないか
ら,言葉は霊気を失ってしまう｡
自己執着を免れない私たちがいかにしてこの間か
ら解き放たれてゆくか,これが,この一節で語り手
が語りかけた問いである｡他者の "anequivalent
centreofself"を発見するとは,迷いの深いおの
れの自覚に徹する謙遜な魂から湧きあがってくる人
間体験である｡
Ⅵ.結び
おのれの知恵を頼む心が陥った試練ということ
が,リドゲートの物語の暗示する道理である｡エリ
オットは,科学的世界観とその現実把握の方法に謙
遜に学びつつ,人格の完成に向けた歩みを照らす光
としては,科学に根本的な懐疑を抱いていた｡ 9)｢主
の言葉は生き,働いている｡(中略)被造物のいか
なるものも主の眼を避けることはできない｡すべて
は主のまなざしの前に明るみに出され,説明を求め
られる｣(｢ヘブル人への手紙｣4:12-3)｡パウロ(Paul)
の語る ｢主を畏れ敬う心｣は,進化論,生物学,坐
理学の知見をわがものとする努力を惜しまなかった
エT)オットの,人間観の中蔵に生き続けた｡リドゲー
トが人生の民に掛かって,志が潰えていく物語には,
作家の科学に対する疑念が示唆されている｡科学は,
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ジョー ジ･エリオットにみる科学の受容と懐疑
人が人格完成の道を歩むともし火としては,必要充
分たりうるかというのが作家の問い掛けである｡
註
1)引用の日本語訳は拙訳である｡以下一同じ0
2)EliotはSpinozaの心身-如の見方に深い示唆
を得た作家である｡彼はいう｡人間の魂と肉体は
つながっているのみでなく,一つの統合体である｡
それ故,肉体が活動し,他者からの働きかけを感
受するのに比例して,精神も多くのことを感受す
る｡(48-9)参照｡
3)Ca汀01は,Eliotの小説に意味解釈のモデルが
組みこまれていることを指摘する｡これによって
語り手は,想像力の世界で登場人物が意味解釈の
手探りをするプロセスに参加し,同時に読者は読
むという行為を通して,語り手と登場人物ととも
に意味解釈の営みに参加するよう仕向けていると
いう｡これがエリオットの文体を特徴づけるとみ
ている｡(35)参照｡
4)Eliotは,Riehlの方法に触れて言う｡もし道
徳的感受性と知的視野の広い人が庶民のあるがま
まの暮らしを歩いて見とどけるなら,彼の言葉は
社会 ･政治改革を成し遂げる力になると｡("The
NaturalHistoryofGemanLife'265166)
5)Lydgateは,銀行家Bulstrodeの,財力にもの
を言わせて人を支配するやり方に違和感を感じつ
つ,彼の企画する熱病病院建設事業に参画する｡
その過程で,家計の窮状から逃れる方策として,
この事業家の融資を受け入れた｡後に,この金銭
的しがらみによって,Lydgateは医師としての倫
理性を疑われる事件に関与することになる｡この
エピソードに見られるように,個々の人物の行動
は人間関係の網の目に位置づけられ,相互の影響
関係のダイナミズムは語 りの中に生かされてい
る｡58章,69章,70章,73章参照｡
6)著者とされるThomasAKempisは中世の修道
院僧であるが,修道院には,この引用に見られる
脱俗主義が脈々と流れていた｡MaryAnne(Eliot
の実名)は,1849年に父Robertが亡くなるまで
には,ラテン語の原典を手に入れていた｡そして,
父の最期を看取る苦悩の日々に,この書をひもと
いていた (Haight66)｡
7)Dolinは,Eliotが経たカルビニズムの宿命説
が,彼女の作品を特徴づける道徳的因果律と行動
の選択重視として残ったとみている｡(176)参照｡
8)TheEssenceofChristianity.Trans.George
Eliot.参照｡
9)Eliotは,青春期以降ロマンティシズムの有
機的生命観に共感を寄せていた｡とりわけ,
WordsworthとFeuerbachの言語観に見られる.
生命主義 (言語を命の営みの一環とみる)をわが
ものにしていた｡1850年代の批評活動にも,この
見方が見られる｡彼女は,合理主義的な言語観に
則った普遍的言語 (ェスペラント語と推察され
る)を批判して言う｡仮にそのような言語が世に
受け入れられたとすると,その言葉は,不確実
性,気まぐれな慣用句,煩わしい形,意味の突発
的ゆらめき,｢忘れ去られた歳月を湛えた｣古語
を消し去られ,明々白々として匂いもなく,連想
のこだまも返さないものになるであろう｡そうい
う言語は科学の表現手段としては完堅かもしれな
いが,｢命｣を表現することはできないという｡
Eliotがこの文脈で …lifTe"(令)にこめた含蓄が
ある｡それは,歴史と記憶の奥行を持たない言語
は,その名に値しないという確信であろう｡"The
NaturalHistoryofGermanLife,"1856,p･282･
参照｡
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